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小・中学生「いのち」の作文･俳句コンクール 小・中学生「いのち」の作文･俳句コンクール

「いのち」を大切にする社会づくりに少しでもつながればとの思いを込め、近畿2府4県の小・中学生を対象に、
「いのち」をテーマにした作文・俳句コンクールを実施しました。作文4,614作品、俳句22,675句という、
大変多くの「いのち」に向き合った作品が寄せられました。選考委員による選考の結果、作文・俳句あわせて
330名の入選が決定し、2月2日に表彰式を開催しました。

「いずみホール」（大阪市）にて開催し、受賞者やご家族など、約330名の方にご出席いただきました。お祝いの言葉とともに
受賞者一人ひとりに表彰状が手渡され、特選受賞者から受賞の喜びの言葉が述べられました。また、選考委員長の齋藤孝氏
（明治大学教授）により「心のカタチ 言葉のチカラ」と題した講演が行われたほか、フルート、オーボエ、ピアノによる三重奏
が行われました。

表彰式の様子

作文部門：特選受賞者のコメント

設立10年事業「小・中学生『いのち』の
作文・俳句コンクール」表彰式を開催

小学生１・２年生

小学生５・６年生

小学生３・４年生

中学生

＜受賞コメント＞

＜受賞コメント＞

＜受賞コメント＞

＜受賞コメント＞

私は今まで「いのち」という言葉は知っていたけど、「いのち」ってど
こにあるのだろうと思っていました。でも、この作文を書いて「いの
ち」って「こころ」の中にあるのだと思いました。「じいじ」が病気に
なってすごく心配しました。友だちの所に「赤ちゃん」が生まれて、
とてもうれしかったです。「じいじ」も「赤ちゃん」もどちらも大切な
「いのち」だと作文に書きました。「いのち」が大切だと教えてくれた
「じいじ」と「赤ちゃん」に「ありがとう」と伝えたいです。

表彰状贈呈 演奏  佐々木 志乃さん(左)、福原 彩乃さん(中央)、小林 千晃さん(右)

特選受賞者の皆さま 準特選受賞者の皆さま

僕は、５年生の自主学習で「つばめ」の子育て観察をしました。４月から
３ヶ月間、毎日、日記をつけました。写真も1,000枚以上撮りました。ヒ
ナは何もなく無事に巣立つものと思っていましたが、結果は全然違いま
した。そこから、人間に生まれてきた僕はどれだけ、お父さん、お母さん
や周りの人たちに大切に育ててもらっているのかを、知ることができまし
た。自然の厳しさを知ることが出来て「いのち」は、とても大切にしなけ
ればならないということを感じました。この観察に協力してくれたみなさ
んに感謝しています。そして、このような素晴らしい賞をいただいたこと
がすごく嬉しく、「つばめ」は、やっぱり幸せを運ぶ鳥だと思います。

僕がこの作文に書いたおばあちゃんは、２週間前に天国へ旅立ち
ました。
今日は、きっと天国から僕のことを見てくれていると思います。
ありがとうございました。

このたびは、僕の作文を選んでいただきまして、ありがとうござい
ます。今回の作文は、僕一人では絶対に書けない作文でした。副
賞は、家族みんなで使います。
今日は、「いい千

ち は る

晴日和」で、この式を迎えることができてよかっ
たです。本日はありがとうございます。

京都府
木津川市立城山台小学校　
１年

大阪府
池田市立石橋南小学校
５年

兵庫県
姫路市立東小学校
４年

兵庫県
私立滝川第二中学校
１年

森本 琉奈さん

浪瀨 蓉さん

井手尾 遼さん

高野 泰一さん

俳句部門：特選受賞者のコメント

小学生１・２年生 小学生３・４年生 小学生５・６年生

＜受賞コメント＞ ＜受賞コメント＞ ＜受賞コメント＞
嬉しいです。 私の家は、神戸市の六甲山の近くにありま

す。そこは、いっぱいセミがいてセミの声
がいつも聞こえています。そのセミの気持
ちになって詠んでみました。

特選をいただき、おどろいています。休み
の取りにくいお父さんに、休みの日にプー
ルに連れて行ってもらったことを詠みまし
た。今日は、ありがとうございます。

奈良県　王寺町立王寺南小学校　１年 兵庫県　神戸市立高羽小学校　４年 大阪府　大阪市立北田辺小学校　５年

山﨑 楓真さん 山﨑 穂果さん 中田 千尋さん
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齋藤 孝氏（最終選考委員長、明治大学教授）

演題：「心のカタチ 言葉のチカラ」

俳句部門：講評

講演の様子

俳句って「季語」があります。実は１年で１番寒い「寒」という時期
が今日で終わります。今年は暖かい冬でしたので、あまり「寒」とい
う感じがしなかった。明日は「節分」ですね。豆まきですね。そして、
明後日から暦の上では「春」になります。季語の中でもとても素敵な
言葉です。
俳句って「五・七・五」なので、つくる時難しくなかったと思います。
「フッ」と出来たので、自分が表彰されたことに戸惑っているかもし
れません。でも言葉ってだいたい、
そういうもんなんですね。皆さんか
ら出た言葉を、誰かが受け止めて、
それを色んな意味に解釈してくれ
たり、広げたりしてくれます。
皆さんは、自分が思っている以上
に素敵な俳句を作りました。なに
しろ、約23,000句の中から選ば
れた、160句です。こういう会でよ
く言いますが、「自慢して下さい」
と。おめでとうございます。

「あなたにとってのいのち」と
いう難しいテーマで作文や俳句を
作っていただきました。大変素晴ら
しい表現で「いのち」を表現してい
ただいたと思います。

「心」には形がありませんが、
表現することにより他の人へ伝える
ことができ、伝えることにより分か
り合うことができるわけです。先
ほど素晴らしい演奏がありました。
演奏という表現の手段により人に伝えることができ、人がそれぞれ
持つ感性という心に訴えることになるわけです。作文も表現、俳句
も表現、音楽も表現、スポーツも表現だと思います。今回のテー
マに関して言えば、全ての「言葉」が「いのち」の表現になり、そ
れにより「心」を伝えることになるのです。

これからは表現力が非常に重要になります。表現力を発揮する
ためには「勇気」が必要です。人前で話すにも勇気が必要ですが、
場数が大事であるように、「勇気」には慣れの要素もあります。「表
現」もまた慣れであり、表現することを繰り返すことにより、何か
モヤッとしたものが頭の中で形作られ、次第に人に伝えることが出
来るように形が整ってきます。そして言葉によって人と分かり合える
のです。これが言葉のチカラだと思います。

私が書いた本がきっかけで、言葉に関する NHK の番組を長らく
監修しており、番組では言葉を通して「いのち」が沸き上がること
等を伝えています。

また、これまでに生きた人々がそれぞれ言葉にしたからこそ、今
に生きる私たちもその言葉を通して心が持てるのです。「心」は初
めからはありません。

犬を飼っている人も多いと思います。犬にも心があり、その心は
恐らく人より豊かだと思います。喜怒哀楽を犬はどんどん表に出し

ていますよね。
一方で人間には言葉があります。言葉を通じて感情を細やかに

他人に伝える。それによって過去からの歴史を今の私たちが守って
いるのです。例えば松尾芭蕉。「梅若葉 丸子の宿の とろろ汁」と
いう句を残しています。石碑に書くと何代にも亘って伝えることが出
来ます。何百年経っても、芭蕉はここでとろろを食べ、美味しいと言っ
たのだろうなということが伝わるわけです。

さて「勇気」の話に戻します。勇気の生まれる場所はどこだと思
いますか。私はおへその下、臍

せ い か

下丹
た ん で ん

田であると信じています。そこ
から勇気が出て言葉になる。この部分をかつて「はら」と読みました。
肚を決める、肚を割って話す、それらの言葉の由来の場所でもあり
ます。

儒教で最も基本的な三つの徳として「勇」の他に、「知」「仁」
があると言われています。「知」は前頭葉、額の奥で生まれます。「仁」
は優しさや誠実さのことで、生まれるところは心臓です。皆さんも
今後様々な場面に遭遇すると思います。そのとき、自分には判断力
が足りないのか、真心が足りないのか等、この東洋の教えである「知
仁勇」という言葉に照らし、生まれる場所を順に指しながらチェッ
クしてみてください。

知的な話をもう一つ、マルティン・ハイデッガーの『存在と時間』
という話をします。私たちは時間や死は意識出来ます。人間の存在
は死によって終わるため、終わりを意識しながら今を生きるというこ
とで、より本質的、本格的な生き方が出来るということです。そう
いう意味で、死を先駆けて覚悟すること、戦国の武士は正にそうで
すが、これを先駆的覚悟性とハイデッガーは言ったわけです。日本
でも「死生観」という、死ぬと生きるに対する考え方があり、死を
意識すると生きることが輝くと言われています。

いかがでしょうか。私の言葉を一生懸命理解することも大事です
が、皆さんがそれを伝えることも同じくらい大事なのです。この話
を是非、家族の方にしてください。伝えることで分かり合うことが
できるのです。

皆さんと出会っているこの瞬間を祝祭にして生きるということ、「出
会いの時を祝祭に」。この、「私にとっての『いのち』」と言える言葉
を紹介して、私の講演を終わりといたします。

小・中学生「いのち」の作文･俳句コンクール 小・中学生「いのち」の作文･俳句コンクール

作文部門：講評

皆さんが一生懸命、書いて下さった作文は、しっかりと読ませて頂
き、選考委員全員で充分に話し合って作品を選ばせて頂きました。
どの作文も深く心に響く素晴らしいものでした。
実際に体験したことを書いた場面では、その時の出来事がありあり
と目に浮かびました。家族や身近な方との会話の場面を書いた作
文では、皆さんの顔だけではなく、相手の方の顔まで見えてくるよう
でした。自分の考えをまとめた作文では、黙って読んでいるつもりが
「あ～確かに。」と、自然とつぶや
いていました。
皆さんの言葉・文章は大人の心を
動かす力を持っています。
これからも皆さんの考えや想いを、
作文を通して表現して下さることを
願っています。
本日はおめでとうございます。そし
て、ありがとうございました。

坪内稔典選考副委員長坂下裕子選考委員

★特選（4名） ★特選（4名）

★準特選（9名） ★準特選（9名）

★優秀賞（46名） ★優秀賞（44名）

★優良賞（110名） ★優良賞（104名）
★学校賞（14校） ★学校賞（7校）

学年は2020年2月現在です
(敬称略)

作文部門：受賞者一覧 俳句部門：受賞者一覧

京都府 木津川市立城山台小学校 小 1 森本　琉奈
兵庫県 姫路市立東小学校 小 4 井手尾　遼
大阪府 池田市立石橋南小学校 小 5 浪瀨　蓉
兵庫県 私立滝川第二中学校 中 1 高野　泰一

奈良県 王寺町立王寺南小学校 小 1 山﨑　楓真
兵庫県 神戸市立高羽小学校 小 4 山﨑　穂果
大阪府 大阪市立北田辺小学校 小 5 中田　千尋
兵庫県 三田市立狭間中学校 中 3 川野　里帆

大阪府 私立賢明学院小学校 小 2 山根　葵緒
和歌山県 私立智辯学園和歌山小学校 小 2 野中　一杜
滋賀県 栗東市立治田西小学校 小 3 福山　叶翔
京都府 私立京都聖母学院小学校 小 3 仁井　奏多
兵庫県 神戸市立成徳小学校 小 6 土橋　にこ

和歌山県 私立智辯学園和歌山小学校 小 6 島川　慶仁
和歌山県 和歌山大学教育学部附属中学校 中 1 狗巻　友祐
和歌山県 岩出市立岩出中学校 中 2 鎌田　琉夏
兵庫県 私立滝川第二中学校 中 3 大岩　あおば

京都府 八幡市立橋本小学校 小 2 長谷川　み月
兵庫県 神戸市立美賀多台小学校 小 2 岩館　蒼生
滋賀県 長浜市立長浜北小学校 小 3 塩田　心結
大阪府 大阪市立鷺洲小学校 小 3 廣田　咲羽
奈良県 大和高田市立陵西小学校 小 5 森村　琉世
大阪府 藤井寺市立藤井寺西小学校 小 6 小野　絢司
大阪府 豊中市立第五中学校 中 1 米塚　隆人
滋賀県 守山市立守山南中学校 中 2 壷井　碩太

和歌山県 岩出市立岩出中学校 中 2 前北　奈津

兵庫県 神戸市立南落合小学校 小 1 石橋　夢
兵庫県 私立仁川学院小学校 小 1 野村　優衣
兵庫県 豊岡市立五荘小学校 小 2 保田　柚乃
大阪府 大阪市立出来島小学校 小 3 蛯原　瑛士
兵庫県 私立甲南小学校 小 3 井野上　碧泉
大阪府 私立大阪信愛学院小学校 小 4 溝原　ちさと
大阪府 箕面市立東小学校 小 4 須田　恵多
兵庫県 神戸市立南落合小学校 小 4 相原　芽生
兵庫県 姫路市立東小学校 小 4 福田　愛椛
兵庫県 姫路市立東小学校 小 4 宮岡　颯太
兵庫県 小野市立河合小学校 小 4 山中　湊太
兵庫県 たつの市立小宅小学校 小 4 浦川　凌大
兵庫県 たつの市立小宅小学校 小 4 川口　倭
滋賀県 彦根市立城東小学校 小 5 山田　亜美
滋賀県 近江八幡市立安土小学校 小 5 木枝　陽菜子
大阪府 池田市立石橋南小学校 小 5 白井　凛太郎
大阪府 東大阪市立成和小学校 小 5 岡　奈那
兵庫県 神戸市立東町小学校 小 5 岸本　成美
兵庫県 神戸市立東町小学校 小 5 小出　万尋
兵庫県 神戸市立東町小学校 小 5 髙谷　和
兵庫県 神戸市立東町小学校 小 5 森垣　蒼佳
兵庫県 姫路市立大津小学校 小 5 島津　天寧

和歌山県 私立智辯学園和歌山小学校 小 5 雑賀　祐丞
京都府 京都市立紫竹小学校 小 6 西浦　心春
大阪府 私立アサンプション国際小学校 小 6 川﨑　知怜
兵庫県 神戸市立成徳小学校 小 6 尾川　琳音
兵庫県 神戸市立成徳小学校 小 6 佐藤　妃夏
兵庫県 神戸市立成徳小学校 小 6 髙橋　りお
兵庫県 神戸市立成徳小学校 小 6 指野　詩

和歌山県 私立智辯学園和歌山小学校 小 6 高橋　諒丞
和歌山県 私立智辯学園和歌山小学校 小 6 矢田　恵士
滋賀県 守山市立守山中学校 中 1 谷口　結帆
大阪府 大阪市立長吉西中学校 中 1 西宮　綾乃
兵庫県 私立滝川第二中学校 中 1 中村　桜雪
兵庫県 私立滝川第二中学校 中 1 堀田　絢馨
兵庫県 尼崎市立小園中学校 中 1 田中　梓彩
兵庫県 尼崎市立小園中学校 中 1 旗手　麻衣
大阪府 私立関西学院千里国際中等部 中 2 村上 スミス 海
兵庫県 私立滝川第二中学校 中 2 尾形　彩葉
兵庫県 私立滝川第二中学校 中 2 坂西　珠季
兵庫県 神戸市立本山南中学校 中 2 法田　芹羽
奈良県 王寺町立王寺中学校 中 2 中谷　真優
滋賀県 私立近江兄弟社中学校 中 3 鹿野　藍流
滋賀県 私立近江兄弟社中学校 中 3 小林　愛果
京都府 京都市立双ヶ丘中学校 中 3 山本　奏世乃
大阪府 吹田市立第一中学校 中 3 武田　愛未

滋賀県 大津市立志賀小学校 小 1 多和田　叡
大阪府 大阪市立新森小路小学校 小 1 市来　遙真
大阪府 藤井寺市立藤井寺西小学校 小 1 築野　莉奈
滋賀県 大津市立仰木の里東小学校 小 2 山下　七海
滋賀県 大津市立仰木小学校 小 3 上阪　頼大
滋賀県 大津市立雄琴小学校 小 3 清水　智吏
滋賀県 大津市立志賀小学校 小 3 遠藤　直規
大阪府 大阪教育大学附属平野小学校 小 3 森本　圭亮
大阪府 大阪市立鷹合小学校 小 3 平松　逞真
大阪府 大阪市立島屋小学校 小 3 菊地　公美香
大阪府 私立四天王寺小学校 小 3 大﨑　凛子
兵庫県 神戸市立高羽小学校 小 3 川﨑　俊哉
京都府 京都市立下京渉成小学校 小 4 今田　翔聖
大阪府 堺市立英彰小学校 小 4 紀　このみ
兵庫県 神戸市立枝吉小学校 小 4 仲岡　陸
兵庫県 神戸市立六甲小学校 小 4 古川　美結
大阪府 大阪市立城東小学校 小 5 藤原　柚輝
大阪府 門真市立門真小学校 小 5 谷　悠帆
大阪府 門真市立門真小学校 小 5 三原　綺音
兵庫県 神戸市立南落合小学校 小 5 青木　陸輝
兵庫県 姫路市立荒川小学校 小 5 森園　怜
奈良県 王寺町立王寺南小学校 小 5 野間　琉花
奈良県 東吉野村立東吉野小学校 小 5 威德　琴音
京都府 京都教育大学附属京都小中学校 小 6 長田　直理
大阪府 大阪市立鷺洲小学校 小 6 宇野　栄一郎
兵庫県 神戸市立高羽小学校 小 6 川﨑　結生
兵庫県 伊丹市立伊丹小学校 小 6 牧尾　悠真
兵庫県 伊丹市立池尻小学校 小 6 秋田　百々葉
兵庫県 神河町立越知谷小学校 小 6 築山　あかり
滋賀県 守山市立守山南中学校 中 1 勝間　亮翔
大阪府 茨木市立太田中学校 中 1 小柳　夏姫
兵庫県 尼崎市立南武庫之荘中学校 中 1 中村　彩乃
兵庫県 丹波市立氷上中学校 中 1 竹内　椿
滋賀県 守山市立守山南中学校 中 2 小谷　史
滋賀県 栗東市立栗東中学校 中 2 飯塚　咲真
大阪府 豊中市立第五中学校 中 2 内田　海咲

和歌山県 岩出市立岩出中学校 中 2 小西　乃々花
滋賀県 長浜市立虎姫中学校 中 3 尚永　千歩
滋賀県 長浜市立虎姫中学校 中 3 森　ななみ
滋賀県 野洲市立中主中学校 中 3 大橋　幸太
京都府 私立東山中学校 中 3 奥村　理喜
大阪府 堺市立大浜中学校 中 3 高山　彩代
兵庫県 神戸市立友が丘中学校 中 3 石元　愛海

和歌山県 海南市立第三中学校 中 3 児島　隆之介

大阪府 大阪市立生野小学校
大阪府 河内長野市立加賀田小学校
兵庫県 神戸市立成徳小学校
兵庫県 神戸市立東町小学校

和歌山県 私立智辯学園和歌山小学校
滋賀県 竜王町立竜王中学校
京都府 京都市立上京中学校

滋賀県 守山市立守山南中学校
滋賀県 栗東市立栗東中学校
京都府 京田辺市立培良中学校
京都府 私立東山中学校
大阪府 大阪市立三国中学校
大阪府 豊中市立第五中学校

和歌山県 岩出市立岩出中学校

大阪府 大阪市立墨江丘中学校
大阪府 大阪市立長吉西中学校
兵庫県 神戸市立本山南中学校
兵庫県 尼崎市立小園中学校
兵庫県 尼崎市立中央中学校
兵庫県 川西市立緑台中学校
兵庫県 私立滝川第二中学校
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《
小
学
生
一
・
二
年
生
》
　

 

王
寺
町
立
王
寺
南
小
学
校
　

  

一
年   

　山
﨑 

楓
真
　　

に
じ
い
ろ
く
わ
が
た

 
 
 
 

ぼ
く
と
い
っ
し
ょ
で
よ
く
う
ご
く

《
小
学
生
三
・
四
年
生
》 

神
戸
市
立
高
羽
小
学
校  

　四
年   

　山
﨑 

穂
果
　　

ぼ
く
は
こ
こ

 
 
 
 
 
 

気
づ
い
て
ほ
し
い
せ
み
が
鳴
く

《
小
学
生
五
・
六
年
生
》 

大
阪
市
立
北
田
辺
小
学
校  

　五
年   

　中
田 

千
尋
　　

父
と
ゆ
く

 
 
 
 
 
 

自
転
車
に
の
っ
て
市
民
プ
ー
ル

《
中
学
生
》 

三
田
市
立
狭
間
中
学
校  

　三
年
　

   

川
野 

里
帆
　　

私
も
ね

 
 
 
 

若
葉
の
よ
う
に
水
が
い
る

小・中学生「いのち」の作文･俳句コンクール 小・中学生「いのち」の作文･俳句コンクール

《
小
学
生
一
・
二
年
生
》

木
津
川
市
立
城
山
台
小
学
校
　　　

  

一
年
　

   

森
本 

琉
奈
　　

《
小
学
生
三
・
四
年
生
》

姫
路
市
立
東
小
学
校
　

   

四
年
　

   

井
手
尾 

遼
　　

《
小
学
生
五
・
六
年
生
》

池
田
市
立
石
橋
南
小
学
校   

　五
年
　　

   

浪
瀨 
蓉
　　

《
中
学
生
》

私
立
滝
川
第
二
中
学
校  

　一
年
　

   

高
野 

泰
一
　　

だ
い
す
き
な
じ
い
じ
が
き
ゅ
う
に
ふ
つ
う
に
お
は
な

し
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
す
ぐ

に
び
ょ
う
い
ん
に
い
っ
た
ら
、
の
う
こ
う
そ
く
と
い
わ

れ
て
し
ば
ら
く
に
ゅ
う
い
ん
に
な
り
ま
し
た
。
お
か
あ

さ
ん
は
じ
い
じ
の
こ
と
が
し
ん
ぱ
い
で
、
な
ん
か
い
も

お
み
ま
い
に
い
っ
て
い
ま
し
た
。

わ
た
し
も
、
い
つ
も
い
っ
し
ょ
に
と
ら
ん
ぷ
や
ぼ
う

ず
め
く
り
を
し
た
り
、
ご
は
ん
を
た
べ
た
り
し
て
い
る

じ
い
じ
が
し
ん
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
ぶ
じ
に
た

い
い
ん
し
て
げ
ん
き
に
な
っ
た
の
で
い
の
ち
が
ぶ
じ
で

よ
か
っ
た
な
と
お
も
い
ま
し
た
。

８
が
つ
に
と
も
だ
ち
の
お
う
ち
に
あ
か
ち
ゃ
ん
が
う

ま
れ
ま
し
た
。
か
お
や
て
、
あ
し
が
ち
い
さ
く
て
、
か

わ
い
か
っ
た
で
す
。あ
か
い
か
お
で
い
っ
ぱ
い
あ
ー
あ
ー

と
な
い
て
ま
し
た
。
お
か
あ
さ
ん
は
「
あ
た
ら
し
い

い
の
ち
が
う
ま
れ
た
ね
。」
と
い
い
ま
し
た
。

じ
い
じ
の
び
ょ
う
き
は
も
し
か
し
た
ら
い
の
ち
が
な

く
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
よ
、
と
お
か
あ
さ
ん
は

い
い
ま
し
た
。
あ
か
ち
ゃ
ん
は
あ
た
ら
し
い
い
の
ち
、

じ
い
じ
は
た
す
か
っ
た
い
の
ち
。

わ
た
し
は
い
ま
ま
で
い
の
ち
っ
て
よ
く
わ
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
で
も
お
か
あ
さ
ん
か
ら
、「
い
の
ち
が
あ
る

こ
と
は
あ
た
り
ま
え
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
。
い
き
た
く
て

も
、
な
く
な
っ
て
し
ま
う
い
の
ち
も
あ
る
ん
だ
よ
。」
と

き
き
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
い
の
ち
は
た
い
せ
つ
な
ん

だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
わ
た
し
は
こ
れ
か
ら
い
の
ち
が

あ
る
こ
と
に
か
ん
し
ゃ
し
て
、
ま
い
に
ち
べ
ん
き
ょ
う

を
し
た
り
、
お
と
も
だ
ち
と
な
か
よ
く
し
よ
う
と
お
も

い
ま
す
。
そ
う
お
し
え
て
く
れ
た
じ
い
じ
と
あ
か
ち
ゃ

ん
に
あ
り
が
と
う
を
つ
た
え
た
い
で
す
。

ぼ
く
が
、
こ
の
世
の
中
に
生
ま
れ
て
き
た
の
は
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
き
て

く
れ
た
お
か
げ
な
の
で
す
。

大
む
か
し
か
ら
つ
づ
く
命
を
つ
な
い
で
、
そ
れ
を

ぼ
く
た
ち
が
引
き
つ
い
で
い
る
の
で
す
。

け
れ
ど
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
き
ょ
年
、
と
つ
然
の
う

の
病
気
で
た
お
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
大
き
な
手
じ
ゅ

つ
を
し
て
、
な
ん
と
か
命
は
助
か
っ
た
の
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
目
を
開
け
る
こ
と
も
話
を
す
る
こ
と
も
、

体
を
動
か
す
こ
と
も
、
自
分
で
こ
き
ゅ
う
も
で
き
な
い

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ず
っ
と
、
ね
む
っ
た
ま
ま
な
の
で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
元
気
だ
っ
た
こ
ろ
は
、
よ
く
会
い
に
行
っ
て
た
く

さ
ん
遊
ん
で
く
れ
て
た
の
に
、
急
に
変
わ
り
は
て
て
し

ま
い
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
も
お
母
さ
ん
も
ぼ
く
た
ち
も
、
そ
ん
な
す

が
た
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
事
を
思
う
と
悲
し
く
て
毎
日
、

な
み
だ
が
出
て
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
が
ん
ば
っ
て
生
き
て
く

れ
て
い
ま
す
。
病
院
の
先
生
や
か
ん
ご
し
さ
ん
た
ち
が
、

い
つ
も
見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

お
見
ま
い
に
行
く
と
、あ
い
か
わ
ら
ず
い
つ
も
ね
む
っ

た
ま
ま
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
が
、
ふ
と
目
を
さ
ま
し

そ
う
で
、
お
だ
や
か
な
顔
を
し
て
い
ま
す
。
の
び
た
か

み
の
毛
を
き
れ
い
に
カ
ッ
ト
し
て
も
ら
っ
た
時
は
、
と

て
も
か
わ
い
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
し
た
。

お
母
さ
ん
は
、
な
や
み
事
が
あ
る
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
あ
た
た
か
い
手
を
に
ぎ
り
な
が
ら
、
目
を
見
つ
め
て

心
と
心
で
会
話
を
す
る
の
だ
そ
う
で
す
。
な
や
み
を
聞

い
て
も
ら
っ
た
お
か
え
し
に
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手
か

足
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て
あ
げ
る
と
、
気
持
ち
が
い
い
の

か
、
時
ど
き
体
が
ビ
ク
ッ
と
動
く
そ
う
で
す
。

ま
だ
ま
だ
若
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
毎
日
一
生
け
ん

命
生
き
て
く
れ
て
い
ま
す
。
本
当
は
ぼ
く
と
遊
ん
で
ほ

し
い
け
れ
ど
、
一
日
で
も
長
く
ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
あ
た
た
か
さ
を
感
じ
て
い
た
い
の
で
す
。
が
ん
ば
っ

て
ね
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。

今
年
、
ぼ
く
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
家
の
近
く
に
あ
る
ツ
バ
メ
の
巣
を
観
察
し
て
、
日

記
を
書
き
ま
し
た
。
期
間
は
四
月
二
十
五
日
か
ら
七
月
二
十
二
日
ま
で
の
八
十
九
日
間

で
し
た
。
ぼ
く
は
観
察
を
し
て
み
て
、
ツ
バ
メ
は
順
調
に
卵
か
ら
ヒ
ナ
に
育
ち
、
巣
か

ら
旅
立
っ
て
い
く
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
観
察
結
果
は
全
然
違
い
ま
し
た
。

卵
は
合
計
二
回
産
ま
れ
ま
し
た
。
一
回
目
は
卵
が
六
つ
産
ま
れ
、
無
事
に
六
羽
と
も

ヒ
ナ
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
ヒ
ナ
が
産
ま
れ
て
五
日
目
に
一
羽
い
な
く
な
り
ま
し
た
。

ぼ
く
は
何
回
も
数
え
て
み
ま
し
た
が
や
っ
ぱ
り
一
羽
い
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
お
母

さ
ん
に
そ
の
事
を
言
う
と
、「
巣
か
ら
落
ち
て
し
ま
っ
て
、
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
か

も
ね
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
五
羽
は
元
気
に
エ
サ
を
親
ツ
バ
メ
か
ら
も
ら
っ

て
い
た
の
で
観
察
を
続
け
ま
し
た
。
ヒ
ナ
は
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
、
親
ツ
バ
メ
の

す
が
た
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ぼ
く
が
学
校
に
行
っ
て
い
る
間
は
、
お
母
さ
ん
や
近
所

の
お
店
の
お
じ
さ
ん
た
ち
が
ツ
バ
メ
の
様
子
を
見
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。
で
も
あ
と
三

日
目
も
あ
れ
ば
巣
立
つ
と
思
っ
て
い
た
や
さ
き
の
観
察
三
十
八
日
目
の
朝
、
五
羽
の
ヒ

ナ
は
カ
ラ
ス
に
お
そ
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
巣
の
周
り
の
地
面
に
は
大
量
の
ヒ
ナ
の

羽
が
落
ち
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
ぼ
く
は
近
く
の
公
園
で
一
羽
の
ツ
バ
メ
の
ヒ
ナ
の
死
体
を
見
付
け
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
の
す
が
た
を
見
て
す
ご
く
悲
し
く
て
涙
が
で
ま
し
た
。
家
に
戻
り
お
母
さ

ん
に
そ
の
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
は
、「
残
念
だ
っ
た
ね
。
で
も
自
然
の
世
界

で
は
よ
く
あ
る
事
だ
よ
。
カ
ラ
ス
も
生
き
て
い
る
し
、
カ
ラ
ス
も
ヒ
ナ
を
育
て
る
た
め

に
エ
サ
が
必
要
な
ん
だ
よ
。」
と
自
然
の
き
び
し
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞

い
て
も
や
っ
ぱ
り
ぼ
く
は
と
て
も
悲
し
か
っ
た
の
で
観
察
を
や
め
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

で
も
そ
れ
か
ら
三
日
後
同
じ
巣
に
ま
た
ツ
バ
メ
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
一
生
け
ん
命
巣

を
作
り
直
し
て
ま
た
卵
を
産
む
準
備
を
し
て
い
た
の
で
、
ぼ
く
は
観
察
を
続
け
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。
ま
た
卵
が
産
ま
れ
、
二
十
四
日
目
に
ま
た
ヒ
ナ
が
産
ま
れ
ま
し
た
。

今
度
は
五
羽
の
ヒ
ナ
が
産
ま
れ
ま
し
た
。
し
か
し
一
回
目
と
同
じ
よ
う
に
産
ま
れ
て

か
ら
七
日
目
に
ま
た
一
羽
の
ヒ
ナ
が
巣
か
ら
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。
近
く
の
お
店
の

人
が
巣
に
戻
し
て
あ
げ
ま
し
た
が
多
分
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
そ
れ
か
ら
は
順

調
に
ヒ
ナ
は
育
っ
て
い
き
二
回
目
は
四
羽
の
ヒ
ナ
全
部
が
巣
立
つ
事
が
出
来
ま
し
た
。

ぼ
く
は
こ
の
期
間
を
ツ
バ
メ
と
過
ご
し
て
み
て
、
自
然
の
き
び
し
さ
を
体
で
感
じ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
産
ま
れ
た
ヒ
ナ
が
全
て
無
事
に
親
に
な
る
こ
と
が
出
来
る
わ
け
で

は
な
く
、
ヒ
ナ
の
時
か
ら
、
兄
弟
で
エ
サ
を
よ
り
多
く
も
ら
う
た
め
知
え
を
使
っ
て
、

そ
し
て
外
て
き
に
お
そ
わ
れ
な
い
と
い
う
幸
運
が
あ
っ
て
親
鳥
に
な
る
の
だ
と
知
り
ま

し
た
。
そ
し
て
自
然
界
で
生
き
る
ど
の
動
物
に
と
っ
て
も
同
じ
事
だ
と
お
母
さ
ん
か
ら

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
観
察
か
ら
人
間
に
産
ま
れ
た
ぼ
く
が
お
父
さ
ん
や
お
母

さ
ん
、
家
族
の
み
ん
な
か
ら
ど
れ
だ
け
大
切
に
し
て
も
ら
っ
て
い
る
か
身
に
し
み
て
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
一
日
一
日
を
一
生
け
ん
命
生
き
て
行

こ
う
と
思
い
ま
す
。

「
命
っ
て
何
だ
と
思
う
？
」

小
学
校
の
時
、
一
年
に
一
回
は
こ
う
訊
か
れ
る
。
そ
の
度
に
僕
は
考
え
る
が
、
ど
れ
も
何

か
ち
が
う
な
と
な
っ
て
、
答
え
が
出
な
い
の
だ
。
そ
り
ゃ
そ
う
だ
。
分
か
る
は
ず
が
な
い
。

命
に
つ
い
て
知
る
に
は
ま
ず
生
き
る
と
は
何
か
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
し
て
、
生

き
る
こ
と
を
知
る
に
は
死
に
つ
い
て
知
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
つ
ま
り
命
に
つ
い
て
理
解
で

き
る
の
は
死
後
。
そ
う
考
え
て
い
た
か
ら
だ
。

し
か
し
、
二
〇
一
六
年
三
月
三
十
一
日
。
こ
の
考
え
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
出
来
事
が

起
こ
っ
た
。
僕
の
妹
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
だ
。
家
族
は
皆
、
悲
し
み
に
暮
れ
、
各
々
命
に
つ

い
て
真
剣
に
考
え
た
。
少
し
妹
の
話
を
し
よ
う
。

妹
は
二
〇
一
五
年
、
一
月
十
七
日
、
偶
然
な
の
だ
ろ
う
か
、
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
ち
ょ

う
ど
二
十
年
の
日
に
生
ま
れ
た
。
家
族
全
員
の
立
会
出
産
で
、
僕
も
そ
こ
に
い
た
。
生
ま
れ

て
き
た
妹
は
あ
ま
り
に
も
元
気
が
な
く
、
数
日
後
に
医
者
に
か
か
っ
た
。『
プ
ラ
ダ
ー
ウ
ィ

リ
ー
症
候
群
』
返
っ
て
き
た
言
葉
は
こ
れ
だ
っ
た
。
知
ら
さ
れ
て
数
日
の
心
情
を
母
は
、「
障

害
を
受
け
入
れ
る
現
実
の
辛
さ
は
、
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
ほ
ど
大
き
か
っ
た
け
れ
ど
、

助
産
院
の
ス
タ
ッ
フ
や
家
族
、
こ
の
子
を
か
わ
い
が
る
兄
二
人
に
い
や
さ
れ
、
そ
し
て
助

け
ら
れ
た
。」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
子
の
名
は
、「
ち
は
る
。」
千
の
晴
れ
、『
千
晴
』
だ
。

い
つ
で
も
は
れ
ば
れ
と
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
味
と
、
兄
二
人
の
名
前
、
た
い
ち
と
は
る
き

と
共
に
生
き
て
ほ
し
い
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
と
て
も
良
い
名
だ
。
大
切
に
し

て
ほ
し
い
。

そ
し
て
月
日
は
流
れ
三
月
下
旬
。
僕
は
、
千
晴
が
気
を
失
っ
た
と
聞
き
、
病
院
へ
と
ん
で

い
っ
た
。
千
晴
は
ベ
ッ
ト
で
体
に
い
ろ
ん
な
チ
ュ
ー
ブ
を
つ
な
が
れ
て
寝
て
い
た
。
そ
し
て
、

も
う
脳
死
し
て
い
る
と
い
う
。
僕
は
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
昨
日
ま
で
一
緒
に
遊
ん
で

い
た
の
だ
か
ら
。
そ
し
て
三
月
三
十
一
日
。
雨
が
降
っ
て
い
た
。
千
晴
は
も
う
助
か
ら
な
い
。

こ
れ
以
上
の
薬
の
投
与
は
体
へ
の
負
担
が
大
き
す
ぎ
る
。
だ
か
ら
、
チ
ュ
ー
ブ
や
機
械
を
全

て
外
し
、
最
期
を
見
送
る
こ
と
に
し
た
。
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
、
服
を
着
せ
ら
れ
て
、
ま
た
家

族
の
も
と
に
戻
っ
て
き
た
千
晴
。
こ
の
子
を
見
る
と
、
家
族
五
人
の
日
常
が
よ
み
が
え
っ
て

き
た
。
そ
の
時
間
は
長
い
よ
う
で
短
く
、
ま
た
短
い
よ
う
で
長
く
僕
は
感
じ
た
。
こ
う
し
た

中
で
、
千
晴
は
命
を
引
き
と
っ
た
。
そ
の
時
僕
は
後
悔
し
た
。
何
に
後
悔
し
た
の
か
は
、
今

で
も
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
ん
な
僕
と
は
対
照
的
に
、
千
晴
は
笑
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
た
。
そ
の
後
僕
と
お
父
さ
ん
は
何
の
目
的
も
な
く
外
へ
出
た
。
外
は
雨
が
止
ん
で
、
雲
か

ら
太
陽
が
顔
を
出
し
て
い
る
。

今
、千
晴
は
我
が
家
の
天
気
の
神
様
に
な
っ
て
い
る
。
晴
れ
な
ら「
千
晴
が
笑
っ
て
い
る
。」

雨
な
ら
「
千
晴
が
泣
い
て
い
る
。」
曇
り
な
ら
「
千
晴
が
寝
て
い
る
。」
と
い
う
。
命
に
つ
い

て
は
今
で
も
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
。

だ
が
、
あ
の
日
か
ら
僕
は
生
き
る
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
答
え
を
出
す

に
は
も
う
少
し
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
。

「
じ
い
じ
と
あ
か
ち
ゃ
ん
」

「
ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

「
ツ
バ
メ
か
ら
学
ん
だ
命
」

「
命
っ
て
何
だ
と
思
う
？
」

作文部門：特選作品

俳句部門：特選作品
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日本災害医学会AED訓練器等助成AED訓練器等助成

荒田地区防災福祉コミュニティ

救急・災害医療＆防災教育研究会

広陵町防災士ネットワーク

大阪IJ

神戸市兵庫区の荒田地区地域福祉センターにて「新春
ぜんざい大会＆お楽しみ会」が開催され、地域住民を
対象に一次救命処置の重要性を知ってもらい、体験して
いただくためのブース出展が行われました。地域の子供
からお年寄まで多くの方が参加され、大変活気があり
ました。

大阪市淀川区の新大阪ストロングビルにて救命処置の
インストラクターの資格を持つ薬剤師を対象とした講
習会が開催されました。「いまさら聞けない、BLSの基
礎」と題し、現役の消防署職員が講師となり、参加者が
指導員としてスキルアップできるよう実践的な講習が行
われていました。

参加者に説明している様子 当財団ブース

奈良県北葛城郡広陵町の三笠産業株式会社にて、従業
員を対象とした普通救命講習会が開催されました。指
導は広陵町防災士ネットワークの方々と広陵消防署職
員が行い、3時間の講習の最後には場面状況に応じた
デモンストレーションが行われるなど、参加者に興味を
持ってもらえるよう工夫されていました。

高槻市立芝谷中学校にて2年生約220名を対象に一次
救命処置の講習会である「いのちの授業」が開催されま
した。経験豊富な大阪IJの方々と高槻市北消防署職員
によるわかりやすい的確な講習が行われました。同校
では毎年2年生を対象に講習を行っているとのことで、
生徒の皆さんは熱心に取り組んでいました。

1月12日（日）

2月9日（日）

1月28日（火）

2月14日（金）2020年度AED訓練器等助成事業の
助成先が決定

AED訓練器等助成の活動紹介

第25回日本災害医学会総会・学術集会に出展

当財団では、救命処置の普及啓発活動に積極的に取り組む団体を応援するため、
公募によりAEDトレーナーや訓練用人形を提供するAED訓練器等助成事業を実施しています。
2020年度は、以下のとおり12団体に提供しました。

2020年1月から3月にかけて、各地で開催された救命処置の普及啓発のための講習会を訪問しました。
各地で取り組む、助成先団体の活動の模様をご紹介します。

2月20日～22日の3日間、アリストンホテル神戸にて「第25回日本災害医学会総会・学術集会」が開催されました。
期間中、国内外より災害医療関係者約2,400名が参加し、災害医療や防災対策などの最新動向について、
講演やパネルディスカッションなどが実施されました。当財団も展示ブースに出展し、取り組みの紹介を行いました。

特定非営利活動法人きぼうの会（和歌山県西牟婁郡上富田町）

coicoi 実行委員会（大阪府松原市）

認定 NPO 法人子どものみらい尼崎（兵庫県尼崎市）

社会福祉法人俊英舘福祉事業会（大阪市鶴見区）

大東市立住道南小学校（大阪府大東市）

日本救急医療協会（大阪府東大阪市）

日本防災士会滋賀県防災士会支部「救命 With」チーム（滋賀県大津市）

Human Relations SHIN（兵庫県尼崎市）

社会福祉法人芳友にこにこハウス医療福祉センター（神戸市北区）

水の事故から子どもを守ろうプロジェクト（大阪市天王寺区）

みんなで減災し隊！（兵庫県丹波篠山市）

大和郡山市・城ケ丘自治会・自主防災会（奈良県大和郡山市）

団体名 [12団体]　(50音順)

ノルウェーからの参加者
列車事故を契機に財団が設立されたことの経緯を大切
にして、今後も継続的に活動を行っていただきたい。

福島県からの参加者
子どもたちを対象に普通救命講習会を開催すること
は有意義であり、支援があることは良いことだ。

財団ブース
訪問者のコメント
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公募助成 公募助成

【活動助成】事故、災害や不測の事態に対する備えに関する活動、発生後の心身のケアに関する活動

【活動助成（特別枠）】東日本大震災、平成26年広島市土砂災害、平成30年７月豪雨（西日本豪雨）に関する被災地・被災者支援活動

【研究助成】事故、災害や不測の事態に対する備えや防止に関する研究、発生後の心身のケアの関する研究

テーマ 団体名（50 音順）

『要支援者理解を促すチャート図』と『障害者の避難物資リスト作り WS』等の普及活動  生きる力を育む研究会

「いじめから子どもを守る読み語り」授業 いじめから子供を守ろうネットワーク和歌山

地球温暖化と防災対策 伊都・橋本地球温暖化対策協議会

グリーフケア・スピリチュアルケア提供者を対象としたセルフケア講座 特定非営利活動法人 いのちのケアネットワーク

大災害に対する地域防災・要援護者支援ネットワークの構築 宇治市平尾台二丁目自治会・平尾台自主防災組織会

防災フォーラム in おおつ 2020 「活断層地震 ラジオはあなたの命を守る」 特定非営利活動法人 HCC グループ

関西アレルギー災害ネットワーク会議 LFA 食物アレルギーと共に生きる会

教職員や地域住民の救急医療・防災力向上を目的とするいのちのラリーと学びブース 大阪 IJ　いのちの授業

リハビリテーション専門職を目指す学生への防災・災害医療の教育 大阪府大規模災害リハビリテーション支援研究会

障がい者が行う心肺蘇生と応急手当の普及 特定非営利活動法人 大阪ライフサポート協会

大阪 YMCA ウォーターセーフティキャンペーン 公益財団法人 大阪 YMCA

水際レスキュー安全プロジェクト” 命を守る行動” 特定非営利活動法人 オーシャンゲート ジャパン

グリーフケア かなしみぽすと

かんまきサバイバルラボ（子どもたちへの防災教育訓練を通じて、地域の自主防災力向上に取り組む） かんまき子どもサバイバルキャンプ実行委員会

社会的孤立から考える地域防災力向上イベントと公助との連携強化訓練事業 特定非営利活動法人 暮らしづくりネットワーク北芝

キッズ防災検定 特定非営利活動法人 検定協議会

水害多発地域における子育て層による自律的な防災活動 公益財団法人 公害地域再生センター

ドローンを用いた地域防災訓練の検証 NPO 法人 次世代エネルギー研究所

災害時における鍼灸・マッサージ活動のための支援情報共有ツールの作製 特定非営利活動法人 鍼灸地域支援ネット

未来に繋がる防災教育実践コミュニティづくり NPO 法人 日本教育再興連盟

たかつき川キッズ調査隊シーズン２　～川遊び安全マップを作ろう！～ 特定非営利活動法人 ノート

はすの会 東大阪・神戸 はすの会 東大阪・神戸

家具固定と震災後のトイレ問題を重点にした防災普及と防災を支える新たなコミュニティの形成 特定非営利活動法人 働く者のメンタルヘルス相談室

一次救命処置たし算プロジェクト B-NET ＠ SAIDAIJI

障害理解促進事業 「盲導犬を通して学ぶ・ふれあう」 特定非営利活動法人 人・モノ・支援センター

ビリーブメントケアチーム 「ビリーブ」 ビリーブメントケアチーム 「ビリーブ」

防災力向上！ 地域防災演劇ワークショップ事業 一般社団法人 フリンジシアターアソシエーション

JR 福知山線列車事故 被災者支援募金イベント フレンズかわにし2020 フレンズかわにし実行委員会

流産・死産経験者で作るポコズママの会  ポコズママの会 関西

阪神淡路大震災 1.17 は忘れない ? 防災減災まちキャラパーク2020 まちキャラパーク実行委員会

性・生教育プロジェクト 特定非営利活動法人 ママふぁん関西

私立高等学校向け防災計画策定及び見直し支援講習会の実施 特定非営利活動法人 雷嵐対策推進機構

臨時災害放送局開設訓練を通じた災害時の地域情報共有基盤の形成 和歌山県情報化推進協議会

災害時におけるペットの同行避難 「ペットと一緒に避難したいんですが？」 和歌山動物愛護推進実行委員会

テーマ 団体名（50 音順）

輝くイベントで、子どもの聞き取り調査と、こころケア アジア子ども基金

西日本豪雨災害で被災した写真をお預かりし泥などを洗浄・除菌しお返しする活動 あらいぐま大阪

被災者に寄り添う 「いろどりアートサロン」 特定非営利活動法人 育々会 ※

笑顔つながるささやまステイ 笑顔つながるささやまステイ実行委員会

真備町岡田地区の復興・防災まちづくり事業 岡田地区まちづくり推進協議会 ※

心の二次災害予防対策 特定非営利活動法人 オリーブの家 ※

西日本豪雨被災地及び東北被災地ふれあい語り部コンサート NPO 法人 語り部おもちゃ箱音楽隊

震災から 10 年、節目の東北作業所応援市 2021 ガリレオクラブインターナショナル

真備町川辺地区復旧・復興に向けたまちづくり事業 川辺地区まちづくり推進協議会 ※

東日本大震災と大阪北部地震の被災地から元気を発信！親善野球 がんばろう！つばさネットワーク

真備町呉妹地区復興に向けた住民きずな事業 呉妹地区まちづくり推進協議会 ※

一般社団法人 こどもスマイルミーティング 一般社団法人 こどもスマイルミーティング ※

『双葉町応援隊 絆』 復興に向けて ゴンターズ高原スポーツ少年団

子どもたち集まれ！豪雨に負けない心を育てる！ 災害で生活が変わった子供を支援する会 ※

真備町薗地区復興のための住民交流事業 薗地区まちづくり推進協議会 ※

平成30年7月豪雨倉敷真備地区の被災経験を生かした女性視点の災害セルフケアマニュアルづくり 一般社団法人データクレイドル ※

医療系学生による福島県内での学生災害ボランティア復興支援活動 NARA Will 奈良県立医科大学  学生災害ボランティアグループ

真備町二万地区における被災者との住民交流・防災まちづくり事業 二万地区まちづくり推進協議会 ※

真備町服部地区復興のための住民交流・防災まちづくり事業 服部地区まちづくり推進協議会 ※

倉敷市真備町の緊急救援活動及び、避難所・仮設への慰問ボランティアツアー その２ 被災支援ボランティア団体 「おたがいさまプロジェクト」

坂町における内発的復興の取組み推進活動 兵庫県立大学減災復興政策研究科災害支援チーム

びわこ☆１・２・３キャンプ in 2020 夏 びわこ☆１・２・３キャンプ実行委員会

東日本大震災石巻、南三陸支援及び岡山県倉敷真備支援 ボランティアグループ雑巾を縫う会

小学生とつくる地域の防災紙芝居プロジェクト 三入学区自主防災会連合会 ※

みわのわ 福島県双葉郡こどもサマーキャンプ みわのわ

真備町箭田地区復興のための住民ふれあい事業 箭田地区まちづくり推進協議会 ※

テーマ 研究者名（50 音順・敬称略）
深層学習（ディープラーニング）を活用したストレスチェックに基づく
労働災害リスク予測モデルの開発

神戸大学保健管理センター／医学研究科病態情報学
准教授（兼任）　井口 元三

被災者兼支援者のうつ /PTSD（外傷後ストレス障害）予防介入実践者育成訓練
プログラムの開発

四天王寺大学看護学部・看護実践開発研究センター
教授 センター長　宇佐美 しおり

大都市圏における訪日外国人を対象とした災害情報発信システムの開発：SNS を活用した
情報提供の倫理的・技術的課題の検討

兵庫県立大学地域ケア開発研究所
教授　梅田 麻希

メディカルコントロールの現状・課題・展望 公益財団法人全国市町村研修財団全国市町村
国際文化研修所　客員教授　小西 敦

地域防災対策における人任せを誘発する要因の検討：社会的規範に着目して 関西大学大学院 大学院生　博士課程後期課程　
静間 健人

転落事故低減を目的とした電子式歩行補助具による視覚障害者の安全な単独歩行への
寄与の評価 公益社団法人 NEXT VISION　常務理事　仲泊 聡

事件・災害の未体験教員による「語り継ぎ」のジレンマと必要性・有効性の研究 奈良学園大学　教授　松井 典夫

災害時における外国人に対する食支援に関する研究 大阪府立大学　准教授　矢澤 彩香

[34件]

[26件]

[8件]

2020年度の公募助成先68件が決定
2020年度の公募助成は68件の団体や研究者の方が助成先として選ばれました。
特別枠として岡山、広島で活動される団体からも多くの申請があり、採択件数も増えました。
採択された助成先の皆様をご紹介いたします。

※印は近畿２府4県以外に拠点がある団体



1312 Relief vol.39 2020 APRIL

公募助成

2019年度公募助成の活動紹介
2019年度公募助成団体の活動（イベント）が終了いたしました。
寒い中、各地で行われた真摯な活動をご紹介します。

公募助成

特定非営利活動法人 インターナショクナル

若者活動サポートセンターあおぞら
〔平成26年広島市土砂災害、平成30年7月豪雨特別枠〕

特定非営利活動法人 Salut

NPO法人 語り部おもちゃ箱音楽隊〔東日本大震災特別枠〕

和歌山県情報化推進協議会

特定非営利活動法人 HCCグループ

ひだまり応援団〔平成30年7月豪雨特別枠〕

のまはら

特定非営利活動法人 鍼灸地域支援ネット

神戸市にて、災害時の避難所や備蓄体制と、家庭で実践できる防災対
策のひとつである備蓄の必要性について知っていただくためのイベント
が開催されました。非常食を試食し、おいしさや作りやすさ等について
の評価を行ったほか、非常食に限らず、保存期限の長いものでの代用
などによる備蓄の大切さについて伝えていました。

広島市にて、平成26年広島市土砂災害、平成30年7月豪雨の被災者など
が参加する、お茶会サロンが開催されました。
このサロンは平成26年広島市土砂災害の発生を契機に始まり、5年に
亘って続いており、手作りの昼食を食べ、楽器の演奏や歌を聞きながら
近況を語り合う、貴重な癒やしの場になっていると感じました。

京都市にて「くらしと災害フォーラム」が開催され、福島県の原発作業
員の実態を世の中に伝えたフォトジャーナリストと南相馬市で精神医療
を行う医師を迎えて講演が行われました。
災害に対し、当事者性を持つことがいかに重要かを参加者に強く訴えて
おり、考えさせられるフォーラムでした。

2019年度東日本大震災支援などの活動報告を兼ね、阪神淡路大震災
の経験も踏まえた語りと音楽を融合させたコンサートが、伊丹市で開
催されました。石巻市大川小学校での絵本朗読の紹介やシャンソンな
どの歌を交えた震災スライド上映、防災ミニ講座が行われ、被災地支援
に対する強い思いを感じました。

和歌山県の広川町において、防災訓練の一つとして臨時災害放送局設
置および運営に関わる訓練が実施されました。現役新聞記者の指導の
もと、災害時に貴重な力となり得る地元高校生が、放送内容の原稿作
成や読み上げを行いました。真剣に取り組んでいる高校生の姿が大変
印象的でした。

大津市にて、災害時のラジオの重要性や臨時災害放送局についての防
災フォーラムが開催されました。NHKなどの放送局から講師を迎えての
講演のほか、災害時の情報発信の取組み等についてトークセッション
が行われました。臨時災害放送局は、地域に密着した必要な情報を発
信する役目があることを広く伝える意義深い内容でした。

広島県三原市にて、豪雨災害後、慣れない環境で頑張っている被災地
の子供や家族を励まそうと、「あそびうた」を考案しライブ活動をおこ
なっているユニット「かば☆うま」を迎え、ライブが開催されました。
地元の幼稚園や保育所に通う子どもたちが参加し、子どもだけでなく
大人も一緒に楽しめるイベントでした。

学生、スタッフを含め14名が参加し、災害支援キャンプが開催されまし
た。ドローンに関する法律を学ぶ講習やブロックを組み立てたかまど
ベンチ製作、食物アレルギーを考慮した炊き出し訓練が実施されまし
た。地道な訓練、及び経験と知識が災害時の迅速な対応力になること
を改めて感じました。

京都市にて、災害時の地域医療連携を深めることを目的に、鍼灸師を対象に
研修会が開催されました。新潟県長岡市から医師を招き、過去の災害をふま
え、災害時に派遣される医療チームの重要性についての講義があったほか、災
害時の避難所等での効果的なケア提供のための情報共有ツール作成の進捗
状況の説明がありました。災害に備えようとする意識の高さを感じました。

1月12日（日）

1月18日（土）

1月11日（土）

1月28日（火）

2月11日（火・祝）

2月9日（日）

2月21日（金）

3月20日（金・祝）

1月13日（月･祝）

あなたの知らない非常食の世界 vol.2 自分にピッタリのレトルト食品が見つかる大試食会

西区お茶会サロン

くらしと災害フォーラム2019年度「他者としての日本人とわたし」

2019年度活動報告コンサート

FM放送機材を用いた臨時災害放送局設置及び運営訓練

防災フォーラムin大津「活断層地震 ラジオはあなたの命を守る」

「かば☆うまさんがやってくる」コンサート

第４回災害支援キャンプ

第8回京都府災害鍼灸マッサージコーディネート研修
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安全セミナー 安全セミナー

２月16日（日）、大阪工業大学常翔ホールにて2019年度安全セミナーを開催しました。
激甚化する自然災害（風水害）からいのちを守るためには、災害時防災気象情報や、国や自治体から発表される
様々な避難情報等を正しく理解し、積極的に活用することに加え、地域の力や思いやりのこころが大切です。
当日は気象解説者である片平敦氏を迎え、自然との向き合い方についてご講演いただきました。
その講演内容の一部をお届けします。

2019年度 安全セミナー

最近の気象災害を振り返る
近年は非常に大きな気象災害が多く、2017 年７月には、福岡

県の朝倉市で大きな水害のあった九州北部豪雨がありました。
2017 年の台風 21 号では堺市の浅香駅が冠水し、翌年 2018 年
７月に平成 30 年７月豪雨、いわゆる西日本豪雨がありました。９
月には台風 21 号で関西は大変な被害が発生しました。台風の右
側がより危険なのですが、そういう意味で台風 21 号は大阪にとっ
て最悪のコースを辿りました。2019 年９月には台風 15 号が千葉
県に大停電をもたらし、台風 19 号では関東・甲信・東北地方の
多くの地域で大河川の越水が起きました。

そして今年は…。何処に起きてもおかしくありませんので、皆
さんにまず知ってほしいことは、災害は突然あなたのすぐそばか
ら襲いかかる。そして、これを自分のことだと思ってほしいのです。

台風の進路予測は近づくほど精度が上がり、1 日前にはほぼ間
違いないという状況になります。会社レベルでは台風が来た場合
には職場を休みにするとか、電車を運休にするとか、個人レベ
ルではこのタイミングでこうしよう、ということを予め決めておくこ
とは非常に大切なことなのです。

皆さん、覚えてください。『先手を打ったら損はせんて』。川が
溢れる直前のタイミングで暴風雨が吹いていたらもう逃げられな
いのです。情報を早目に受け取って、いかに先手を打って行動

するか。災害が起こる前に先手を打つというのが非常に大事とな
り、その際の鉄則として、「彼を知り己を知れば百戦殆 ( あやう)
からず」という孫子の教えがあります。彼とは気象のことであり、
己とは自らの住んでいる場所の地形や地域に内在するリスク等で
す。この２つを理解していれば戦いに勝つ、即ち、いのちを守る
ことが出来るというわけです。

彼を知る
気象を知るためには、まず情報の意味を知る必要があります。

避難情報（避難勧告、避難指示）などは、逃げてくださいという
ふうに市町村が出すもので、大雨警報や土砂災害警戒情報など
は、地域別の気象の状況をお知らせするために気象台が出す情
報です。

最近、その避難情報や防災気象情報の警戒レベルが５段階に
整理されました。レベル５が一番危なく、レベル１から順に危険
度が上がっていきます。レベル５で逃げたらいいの？と思われま
すが、レベル５では、既に災害が起きています。手遅れです。特
に皆さんに覚えてほしいのは、レベル４と３。レベル４は、その
地区は災害が差し迫っているので安全な場所に退避してください
というレベルで、レベル３は、まだ時間に余裕はあるがこのまま
の状況でいくとレベル４なり５なり、避難に時間がかかる人は逃

げてくださいというレベルです。まとめると、レベル３や４が出たら、
皆さんのご家庭の地域事情に合わせ、声を掛け合って安全な場
所へ避難してください。レベル５を待ってはいけません。

防災気象情報のうち、土砂災害警戒情報、記録的短時間大
雨情報、氾濫危険情報の３つについても是非覚えてください。土
砂災害警戒情報と氾濫危険情報の発信はレベル４です。土砂災
害警戒情報は土砂災害の危険性が高まっている時に、氾濫危険
情報は川が氾濫する危険性が差し迫っている時に発信され、記
録的短時間大雨情報は、実はまだレベルが決まっていませんが、
ものすごい雨が降り、瞬く間に低い場所が水没するような雨の降
り方の時に発信されます。これら３つの情報が出たら特に危ない
と思ってください。もう災害が発生しているかもしれないのです。

己を知る
ただ、この３つの情報 ( 土砂災害警戒情報、記録的短時間大

雨情報、氾濫危険情報 ) が出たとしても、必ずしも全員逃げる
必要はありません。自宅がマンションの 30 階にあったり、家の
後ろに崖もなければ、家にいるのが一番安全です。ここが安全
だと思ったら、無理に逃げずにそこに居たらいいのです。ただし、
マンションの 30 階に居て電気が消えたり、家の前が１週間経っ
ても冠水状態であれば、安全ではなくなります。生活できる状態
が確保できてこそ、ようやく安全なのです。

崖や斜面等の近くにお住まいの方は、これらの情報が出たら
早目に避難をしてください。そのときにハザードマップを活用して
ください。ハザードマップがご自宅にないという方がいたら、是非
地元の自治体に取りに行ってください。どの地区で川が越水した
らどの地区に水が来るか、津波が来たらどこまで浸水するか等が
書かれています。インターネットでも見ることが出来ますが、やは
り紙がいいですね。鉛筆やペンで、小さいお子さんと一緒に話を

しながら家族で確認することがすごく大切です。「ここが家やね」
「避難する場所、どこかな」「この中学校に逃げなあかんね」とい
うことを是非ご家族で話し合ってほしいのです。

災害からいのちを守るこころ
いわゆる西日本豪雨の後に、国の防災のワーキンググループが

国民に向けこのような発表をしました。「気象現象は今後更に激
甚化し、いつ、どこで災害が発生してもおかしくありません。行
政が一人ひとりの状況に応じた避難情報を出すことは不可能で
す。（中略）行政は万能ではありません。皆さんの命を行政に委
ねないでください。避難するかしないか、最後は「あなた」の判
断です。皆さんの命は皆さん自身で守ってください（中略）行政も、
全力で、皆さんや地域をサポートします」と。我々もテレビを通
じて全力でサポートします。しかし、あくまでサポートであり、最
後は自分なのです。

自分の地域が危険だという情報を受け取ったら、いつもと違う
何かを感じたら、それを見逃さず、周りに拡散していただきたい
と思います。残念ながら、災害発生前に避難をする人はごく僅か
です。情報の意味を分かっていても避難する人は少なく、自分だ
けは大丈夫、正常なはずだという思い込みの正常性バイアスが働
きます。正常性バイアスを打ち破れるか否かは、信頼する身近な
誰かの最後の後押しが必要となります。災害時、直接玄関に来
た消防団の人や家族による「お母さん、逃げよう」などの声かけ。
これを皆さんに、ぜひ行っていただきたいのです。気象関係者や
行政から発信された危機感のバトン、これを皆さんが周りの人に
確実に受け渡し、災害からいのちを守ってください。

災害からいのちを守るのは他の誰でもなく、地域の力、一人一
人の思いやりの心です。「情報」を上手く活用し、その「こころ」
を伝えていただきたいと思います。

いのちを守る「情報」と「こころ」
～あなたとあなたの大切な人を災害から守るために～

講師：片平 敦氏

気象予報士・防災士

一般社団法人ADI災害研究所 理事

株式会社ウェザーマップ専属気象予報士



毎号、皆様からご好評いただいておりますReliefにつきまして、いつも
ご感想をお聞かせくださり、ありがとうございます！今号についての
ご意見やご感想もお待ちしております。
（https://www.jrw-relief-f.or.jp/enquete/）

アンケート実施中

広報誌「Relief」 2020年4月号(vol.39)　
【表紙写真：小・中学生『いのち』の作文・俳句コンクール　入賞者の集合写真】

Relief(リリーフ)には「ほっとする、安堵。安心」といった意味があります。

去る2月20日、弊財団理事長の佐々木隆之が永眠いたしました。ここにあらためて故人への生前
のご厚誼に深く感謝申し上げます。
このたび故佐々木隆之の後任として、来島達夫（西日本旅客鉄道株式会社 取締役副会長）が
理事長に就任いたしましたのでお知らせします。

編集発行／公益財団法人JR西日本あんしん社会財団　
〒530-8341 大阪市北区芝田二丁目４番24号　TEL：06-6375-3202　ホームページ：https://www.jrw-relief-f.or.jp/

JR西日本あんしん社会財団は、福知山線列車事故の反省の上に立ち、設立されました。
「安全で安心できる社会」の実現に少しでもお役に立てるよう、事故や災害等で被害に遭われた方々
の心身のケアに関わる事業や、地域社会の安全構築に関わる事業などに取り組んでいます。

編集後記
設立10年事業として初めて開
催した「小・中学生『いのち』
の作文・俳句コンクール」に
は、大変多くの応募をいただ
きました。参加していただい
た皆様、ありがとうございま
した。いずれも真剣に「いの
ち」に向き合った素晴らしい
作品でした。（ひろ）

ホームページ

Facebook

理事長の交代について

2020年度公募助成イベント情報

大阪YMCA
ウォーターセーフティーキャンペーン
[申込：要（電話）、参加費：無料]

水際レスキュー安全プロジェクト
“いのちを守る行動”
[申込：要（メール）、参加費：4,000円]

グリーフケア研修会
[申込：要（メール）、参加費：2,000円]

夏休みの水辺での活動が増える前に「着衣泳体験
会」を実施します。いのちを守るためにできること
をみんなで考える機会を提供します。

方杭海岸において、水の中での緊急時の行動と連携を
ロールプレイングしながら、より高い技術と知識、
判断力を習得します。

遺族会を立ち上げる予定の方々にグリーフについて
の講義を行います。

日　時：6月14日（日）13:00～17:00（予定）
場　所： 大阪YMCA

（JRまたは大阪メトロ天王寺駅 徒歩5分)
問合せ：公益財団法人 大阪YMCA（担当：山口）

TEL: 06-6779-8362　
URL: https://www.osakaymca.or.jp/
　　  index.html

日　時： 6月29日（月）10:00～17:00
場　所： 方杭海水浴場

（和歌山県日高郡日高町方杭100番地)
問合せ：特定非営利活動法人オーシャンゲート ジャパン

（担当：福田)
MAIL: oceangate@fancy.ocn.ne.jp
URL: https://oceangatejapan.org/　

日　時： 7月18日（土）13:30～16:30
場　所： ハートンホテル北梅田

（大阪メトロ 中津駅 徒歩2分)
問合せ：はすの会　東大阪・神戸

MAIL: hasuno-kai@hasuno-kai.org
URL: https://hasuno-kai.org/category/

higashiosaka 

2020年度公募助成先団体の活動予定をご紹介します。 
※新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、今後イベントの開催に変更等が生じる可能性があります。実施の有無を含め、内容等の詳細は、

各団体へ直接お問い合わせください。


